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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 WebLogic Server の機能である  jCOM の使用方法について

説明します。 jCOM を使用する こ とによ り、 2 つのアプリ ケーシ ョ ンを記述する

こ とができます。 WebLogic Server 上にある  Java オブジェ ク ト のメ ソ ッ ドの作成

および呼び出しを行う  Common Object Model  (COM) ク ラ イアン ト  アプ リ ケー

シ ョ ンと、 WebLogic Server の外部に配置された  COM オブジェ ク ト上のメ ソ ッ

ドの作成と呼び出しを行う  WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ンです。 

このマニュアルの構成は次のとおりです。

� 第 1 章 「WebLogic jCOM の概要」 では、 WebLogic jCOM の機能とアーキテ

クチャについて概説し、 アプ リ ケーシ ョ ン開発の計画に役立つ情報を提供し

ます。

� 第 2 章 「COM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンから  WebLogic Server への呼

び出し」 では、 COM ク ラ イアン トから  WebLogic Server 上のメ ソ ッ ドを呼

び出すために WebLogic jCOM を使用する方法について説明します。 

� 第 3 章 「WebLogic Server から  COM アプリ ケーシ ョ ンへの呼び出し」 では、

WebLogic Server から  COM オブジェ ク ト上のメ ソ ッ ドを呼び出すために 
WebLogic jCOM を使用する方法について説明します。

� 第 4 章 「jCOM ツールの詳細」 では、 jCOM アプリ ケーシ ョ ンで使用する

ツールの詳細について説明します。

� 第 5 章 「アップグレードに関する考慮事項」 では、 WebLogic jCOM 6.1 から  
WebLogic jCOM 7.0 へアップグレードする方法について説明します。
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対象読者

このマニュアルは、 WebLogic Server と相互運用する  COM アプリ ケーシ ョ ンを

構築するアプ リ ケーシ ョ ン開発者を対象と しています。 このマニュアルは、 Web 
テク ノ ロジ、 Common Object Model、 Distributed Common Object Model、 オブ

ジェク ト指向プログラ ミ ング手法、 および Java プログラ ミ ング言語に読者が精

通しているこ とを前提と して書かれています。 

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA の Web サイ ト で入手できます。 BEA のホー

ム ページで [ 製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ ト で入手できます。 PDF を Adobe 
Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 ( または一部分 ) を書籍の形式で印
刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン トのホーム  ペー
ジを開き、 [ ドキュ メ ン トのダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印刷するマニュア
ルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト  (http://www.adobe.co.jp) で無料で
入手できます。
viii  WebLogic jCOM プログラマーズ ガイド
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関連情報

BEA の Web サイ ト では、 WebLogic Server の全マニュアルを提供しています。 

サポート情報

BEA のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社にと って非常
に重要です。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com 
までお送り ください。 寄せられた意見については、 WebLogic Server のドキュ メ
ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ
びドキュ メン ト のタイ トルと日付をお書き添えください。 本バージ ョ ンの BEA 
WebLogic Server について不明な点がある場合、 または BEA WebLogic Server の
インス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport (www.bea.com) 
を通じて  BEA カスタマ サポート までお問い合わせください。 カスタマ  サポート
への連絡方法については、 製品パッケージに同梱されているカスタマ  サポート  
カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
 WebLogic jCOM プログラマーズ ガイ ド ix
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 
x  WebLogic jCOM プログラマーズ ガイド



[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。 

表記法 適用
 WebLogic jCOM プログラマーズ ガイ ド xi
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1 WebLogic jCOM の概要

以下の節では、 WebLogic jCOM の概要を説明します。

� 1-1 ページの 「WebLogic jCOM とは」

� 1-3 ページの 「jCOM を使用する理由」

� 1-5 ページの 「WebLogic jCOM の機能」

� 1-5 ページの 「WebLogic jCOM のサンプル」

� 1-6 ページの 「WebLogic jCOM アプリ ケーシ ョ ンのプランニング」

WebLogic jCOM とは

WebLogic jCOM は、 WebLogic Server でデプロイ される  Java/J2EE オブジェ ク ト
と、 Microsoft Office 製品ファ ミ リ 、 Visual Basic オブジェ ク トおよび C++ オブ
ジェ ク ト、 その他のコンポーネン ト  オブジェ ク ト  モデル /分散コンポーネン ト  
オブジェ ク ト  モデル (COM/DCOM 準拠 ) 環境で使用できる  Microsoft ActiveX コ
ンポーネン ト との間で双方向アクセスを可能にするソフ ト ウェア ブリ ッジです。

通常 Microsoft のアプリ ケーシ ョ ン との通信には、 Web サービスを使用する方法

が推奨されます。 この種の通信を利用するため、 従来の COM アプリ ケーシ ョ ン

から  .NET へ移行する計画を立てるこ とをお薦めします。 jCOM は、 Java - COM 

間の統合を必要とする暫定的なソ リ ューシ ョ ンへの移行経路と して提供され、 小

規模なプロジェ ク トやブ リ ッジ  ソ リ ューシ ョ ンに適しています。 

市販されている他の  Java - COM ブリ ッジ とは異な り、jCOM は WebLogic Server 

において Java サイ ドで動作するよ うに特別に設計されています。 jCOM を任意の 

Java 仮想マシン (JVM) と  COM オブジェ ク ト との通信に使用するこ とはできま
 WebLogic jCOM プログラマーズ ガイ ド 1-1



1 WebLogic jCOM の概要
せん。 なお、 jCOM は WebLogic Server スレッ ドを直接使用するため、 サービス

を  COM オブジェ ク ト に対して公開するための非常に堅牢な手段とな り ます。

注意 : WebLogic jCOM 7.0 は、WebLogic Server の一部と して動作します。以前
のバージ ョ ンでは、 スタンドアロンのソフ ト ウェア ブリ ッジと して動作
していました。 WebLogic jCOM をスタンドアロンで実行しないでくださ
い。

WebLogic jCOM では、 オブジェ ク ト  タイプの違いは意識されな くな り ます。 つ
ま り、 COM ク ラ イアン ト には WebLogic Server オブジェク ト が COM オブジェ
ク トのよ うに見え、 WebLogic Server アプ リ ケーシ ョ ンには COM コンポーネン
ト が Java オブジェク ト のよ うに見えます。

WebLogic jCOM は以下のよ うにして双方向を実現します。

� Microsoft COM ク ラ イアン ト が、 それ自体 COM コンポーネン ト であるかの
よ うに WebLogic Server 内のオブジェク トにアクセスできます。 

および

� WebLogic Server 内のアプリ ケーシ ョ ンが、 それ自体 Java オブジェ ク トであ
るかのよ うに COM コンポーネン トにアクセスできます。 

用語に関する重要な注意

このプログラ ミ ング ガイ ドでは、 アクセス方向によってアプリ ケーシ ョ ンを次
の 2 つのタイプに分けています。

� アプリ ケーシ ョ ン内で COM ク ラ イアン トが WebLogic Server オブジェ ク ト
にアクセスする場合は、 「COM-to-WLS」 アプ リ ケーシ ョ ン。 

� アプリ ケーシ ョ ン内で WebLogic Server が COM オブジェ ク トにアクセスす
る場合は、 「WLS-to-COM」 アプ リ ケーシ ョ ン。
1-2  WebLogic jCOM プログラマーズ ガイド



jCOM を使用する理由
jCOM アーキテクチャ

WebLogic jCOM は、 Distributed Computing Environment Remote Procedure Call 
(DCE RPC) 上の COM/DCOM 分散コンポーネン ト  インフラス ト ラ クチャ と  Java 
Remote Method Protocol/Internet Inter-ORB Protocol (JRMP/IIOP) 上の Remote 
Method Invocation (RMI) 分散コンポーネン ト  インフラス ト ラ クチャの両方を実
装する実行時コンポーネン ト を提供します。 これによ り、 反対側のオブジェ ク ト

も、 各環境のネイテ ィブ オブジェ ク トのよ うに見えます。 

また、 WebLogic jCOM は、 両タイプのインタフェース間で変換を行う自動ツー

ルも提供します。 これは、 前述のプロ ト コルで双方が通信するために必要な 
COM/DCOM プロキシと  RMI スタブを自動的に構築します。

WebLogic jCOM は、 DCOM 技術と  RMI 技術の間で必要な変換をすべて行い、
RMI ク ラ イアン ト と して  WebLogic Server に接続します。 それから、 WebLogic 
Server にデプロイ されているエンタープライズ  Java Bean (EJB) に、 通常の EJB 
ク ラ イアン トからの要求と同じよ うに、 要求を伝えます。

同様に、 WebLogic Server にデプロイ されているコンポーネン トが DCOM オブ
ジェ ク トによって提供されるサービスを要求する と、 その要求は jCOM コン
ポーネン ト によって、WebLogic Server によ り発行される通常の RMI ク ラ イアン
ト要求から  DCOM 準拠要求に変換され、 DCOM 環境内の該当するオブジェ ク ト
へ伝えられます。

実行時ファ イルの他にも、 WebLogic jCOM にはク ライアン トおよびサーバ環境
をコンフ ィグレーシ ョ ンするためのツールと コンポーネン ト が用意されていま

す。

jCOM を使用する理由

WebLogic jCOM を使用する主な理由は以下のとおりです。

� 多様なハードウェアおよびソフ ト ウェア  プラ ッ ト フォームにわたる分散型ア
プリ ケーシ ョ ン間の相互運用性を実現するため。
 WebLogic jCOM プログラマーズ ガイ ド 1-3



1 WebLogic jCOM の概要
� Microsoft の開発ツールや開発スタッフの訓練に多額の投資をしてきたこ とか
ら、 Java ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアを記述せずにク ライアン ト  アプリ ケー
シ ョ ンを WebLogic Server 上のビジネス  ロジッ クへアクセスさせたいと考え
る人を援助するため。 

� 完全に統合されたアプリ ケーシ ョ ンの構築と既存コンポーネン トの再利用の

ために、 COM/DCOM と  Java 環境の両方で利用できるスキルを活用したい
と考える  e- ビジネス  アプリ ケーシ ョ ン構築者のニーズに応えるため。 各環
境の詳細は、 別の環境に慣れた開発者にまった く意識させないよ うにするこ

とができます。

WebLogic jCOM は、 異種の環境およびアプリ ケーシ ョ ンの透過的な相互運用と
い う ソフ ト ウェア業界の動向に従っています。
1-4  WebLogic jCOM プログラマーズ ガイド



WebLogic jCOM の機能
WebLogic jCOM の機能

WebLogic jCOM サブシステムの主要な機能は以下のとおりです。

� WebLogic jCOM はク ライアン トによってアクセスされるデータ型の存在を
隠すので、 最も適切な  Java オブジェ ク ト と  COM コンポーネン ト が動的に
マップされます。 

� WebLogic jCOM は、 オブジェク ト  タイプのレイ ト  バインディ ングとアー
リー バインディ ングの両方をサポート しています。 

� COM コンポーネン ト をホス トするマシン上にネイテ ィブ コードは必要あ り
ません。 内部的には、 WebLogic jCOM は Windows DCOM ネッ ト ワーク  プ
ロ ト コルを使用してローカルおよびリモー ト  COM コンポーネン ト と  pure 
Java 環境間の通信を実現します。 

� WebLogic jCOM は、 Windows プラ ッ ト フォームで動作する と きのパフォー
マンスを最大限に高めるオプシ ョ ンの 「ネイテ ィブ モード」 をサポート して
います。 1-10 ページの 「DCOM モード とネイテ ィブ モード」 を参照して く
ださい。

� WebLogic jCOM は、 イベン ト処理をサポート しています。 たとえば、 標準 
COM イベン ト  メカニズムを使用して Visual Basic から  Java イベン トにアク
セスするこ とや、 Java オブジェ ク トが COM コンポーネン ト  イベン ト をサブ
スク ライブする こ とができます。 

WebLogic jCOM のサンプル

WebLogic Server には、 RPC スタイル Web サービスおよびメ ッセージスタイル 
Web サービスを作成する両方の例と、 Web サービスを呼び出す Java および 
Microsoft VisualBasic ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンの両方の例があ り ます。 

WebLogic Server には、 次の各 jCOM サンプルが付属しています。
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� ゼロ  ク ラ イアン ト  インス トールを使用して、 WebLogic Server 上にデプロイ
されている  EJB に Excel Visual Basic アプリ ケーシ ョ ン  (VBA) ク ラ イアン ト
からアクセスする方法を示すサンプル。 

ゼロ  ク ラ イアン ト  インス トールでは、 Windows ク ラ イアン ト  マシンに 
WebLogic jCOM ソフ ト ウェアが必要あ り ません。 ただし、 これを実現する
には、 サーブレ ッ ト から 「オブジェ ク ト参照モニカ」 を取 り出して COM ク
ラ イアン ト  コードに配置する必要があ り ます。 

� アーリー バインディ ングを使用して、 WebLogic Server 上にデプロイ されて
いる  EJB に Excel VBA ク ラ イアン ト からアクセスする方法を示すサンプル。 

� レイ ト  バインディ ングを使用して、 WebLogic Server 上にデプロイ されてい
る  EJB に Excel VBA ク ラ イアン トからアクセスする方法を示すサンプル。

WL_HOME\samples\server\src\examples\jcom ディ レク ト リにサンプルがあ
り ます。 WL_HOME は、 WebLogic Platform の最上位のインス トール ディ レク
ト リです。 

サンプルを作成して実行する方法の詳細については、 ブラウザで Web ページ 
WL_HOME\samples\server\src\examples\jcom\package_summary.html を呼
び出して ください。

WebLogic jCOM アプリケーシ ョンのプラ
ンニング

jCOM アプ リ ケーシ ョ ンの設計と構築の前に、 い くつか重要な決定をする必要が
あ り ます。 決定すべきこ とは、 次のとおりです。

� アプリ ケーシ ョ ンにゼロ  ク ラ イアン ト  アーキテクチャを採用するかど うか 
(COM-to-WLS のみ )

� アーリー バインディ ングと レイ ト  バインディングのどちらを採用するか 
(COM-to-WLS のみ )

� ネイテ ィブ モード と  DCOM モードのどちらで jCOM アプ リ ケーシ ョ ンを実
行するか (COM-to-WLS と  WLS-to-COM の両方 )
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WebLogic jCOM アプリケーシ ョ ンのプランニング
この節では、 これらを決定する上で役立つ情報を提供します。

ゼロ クライアントのデプロイメン ト

jCOM ゼロ  ク ラ イアン ト  デプロイ メン トは実装が簡単です。 ク ラ イアン ト  マシ
ンには WebLogic jCOM 固有のソフ ト ウェアは必要あ り ません。

オブジェ ク ト参照モニカ (objref) モニカ文字列を使用して、WebLogic Server の
位置を  COM ク ラ イアン トにコード化します。 objref モニカを生成します。 こ
のモニカによって、WebLogic Server の IP アドレス とポー トがエンコーディング
されます。 COM ク ラ イアン ト  コードのモニカ文字列はプログラムで取得する
か、 コピーして貼 り付けるか、 あるいは WebLogic Server サーブレッ トから取得
します。 サーバ接続が確立される と、 COM ク ラ イアン トは COM オブジェク ト
を  Java コンポーネン ト内のインタフェースに リ ンクできます。

ゼロ クライアン ト  デプロイメン トのメ リ ッ ト とデメ リ ッ ト

次の表に、 ゼロ  ク ラ イアン ト実装の メ リ ッ ト とデメ リ ッ ト を示します。

メ リ ッ ト  デメ リ ッ ト

 ク ラ イアン ト  マシン レジス ト リに 
WebLogic jCOM 固有のソフ ト ウェアを

ロードする必要がない。

WebLogic Server マシンの 
WL_HOME\bin  ディ レク ト リ から  jCOM 
固有のツールをい くつかコピーする必要

がある。

レイ ト  バインディングを使用するので 
(1-8 ページの 「アーリー バインディ
ングと レイ ト  バインディ ング」 を参

照 )、 Java コンポーネン トの変更に関し

てレイ ト  バインディングと同じ柔軟性

が得られる。 

WebLogic Server の位置とポート番号を 
COM ク ラ イアン トにコード化する必要

があるため、 サーバの位置が変更された

場合、 ソース  コード内の参照を再生成

して変更しなければならない。
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1 WebLogic jCOM の概要
WebLogic jCOM デプロイ メン トで多数の COM ク ラ イアン ト  マシンが必要な場
合は、 ゼロ  ク ラ イアン ト  モデルのプログラ ミ ング  モデルが適しています。

ゼロ クライアントのサンプル

ゼロ  ク ラ イアン ト実装の例と して、インス トールされている  WebLogic Server の 
WL_HOME\samples\server\src\examples\jcom\zeroclient ディ レ ク ト リに
あるサンプルを参照して ください。

アーリー バインディングとレイ ト  バインディング

バインディ ングでは、 ルーチンまたはモジュールのシンボ リ ッ ク  アドレスを物
理的アドレスに置換します。 アーリー バインディング と レイ ト  バインディ ング
は、 と もに別のアプリ ケーシ ョ ンのオブジェ ク トへのアクセスを提供します。 

アーリー バインド  アクセスでは、 アクセスするオブジェ ク ト に関する情報はプ
ログラムのコンパイル中に提供され、 それらのオブジェ ク トはコンパイル時に評

価されます。 この方法では、 サーバ アプリ ケーシ ョ ンは型ライブラ リ を提供し、
ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンはク ライアン ト  システムにロードするためにそ
のライブラ リ を識別する必要があ り ます。 

レイ ト  バインド  アクセスでは、 アクセスするオブジェ ク トに関する情報はコン
パイル時に提供されず、 これらのオブジェク トは実行時に動的に評価されます。

このため、 アクセスする メ ソ ッ ド とプロパテ ィが実際に存在するかど うかは、 プ

ログラムを実行してみて初めて分かり ます。 

アプ リケーシ ョ ンでアーリー バイン
ディングの利点が得られな くなる  (1-8 
ページの 「アーリー バインディ ング
と レイ ト  バインディ ング」 を参照 )。

メ リ ッ ト  デメ リッ ト
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各バインディング モデルのメ リ ッ ト とデメ リ ッ ト

次の表に、 アーリー バインディ ング モデルの メ リ ッ ト とデメ リ ッ ト を示します。

次の表に、 レイ ト  バインディング モデルの メ リ ッ ト とデメ リ ッ ト を示します。

アーリー バインディングのメ リ ッ ト アーリー バインディングのデメ リ ッ ト

� レイ ト  バイン ド実装よ り も信頼性
が高い。 

� コンパイル時の型チェ ッ クによ りデ

バッグが容易である。

� アプ リケーシ ョ ンのエンド  ユーザ
が型ライブラ リ を参照できる。

� レイ ト  バイン ド実装に比べ、 実行
時の ト ランザクシ ョ ン  パフォーマ
ンスが向上する。

� 型ライブラ リ と ラ ッパーを生成する必

要があるため、 実装が複雑になる。 

型ライブラ リはク ラ イアン ト  サイ ド
で、 ラ ッパーはサーバ サイ ドで必要
となる。 ク ラ イアン ト とサーバが別個

のマシンで動作している場合、 型ラ イ

ブラ リ と ラ ッパーは同じマシン上で生

成して、 必要と されているシステムに

コピーしなければならない。

� レイ ト  バインド  アクセスが備えてい
る柔軟性に欠ける。 これは、 Java コ
ンポーネン トに変更を加えた場合に

ラ ッパーと型ラ イブラ リ を再生成する

必要があるため。 

� レイ ト  バインド実装に比べ、 実行時
の初期化が低速になる。

レイ ト  バインディングのメ リ ッ ト レイ ト  バインディングのデメ リ ッ ト

� 実装が容易である。

� オブジェ ク ト参照が実行時にのみ評

価されるので実装に柔軟性がある。

� アーリー バインド実装に比べ、 実
行時の初期化が高速になる。

� コンパイル時に型チェッ クを実行でき

ないので、 エラーが発生しやすくな

る。

アクセスする メ ソ ッ ド とプロパテ ィが

実際に存在するかど うかは、 プログラ

ムを実行してみるまで分からない。

� アーリー バインド実装に比べ、 実行
時の ト ランザクシ ョ ン パフォーマン
スが劣る。
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アーリー バインディングとレイ ト  バインディングのサンプル

アーリー バインディ ング実装の例と して、 インス トールされている  WebLogic 
Server の WL_HOME\samples\server\src\examples\jcom\earlybound ディ レ

ク ト リにあるアーリー バインドのサンプルを参照して ください。

レイ ト  バインディ ング実装の例と して、 インス トールされている  WebLogic 
Server の WL_HOME\samples\server\src\examples\jcom\latebound ディ レ ク

ト リにあるレイ ト  バインドのサンプルを参照して ください。

DCOM モード とネイティブ モード

DCOM (Distributed Component Object Model) モードは、Component Object Model 
(COM) を使用して異なるコンピュータ上のオブジェ ク ト間の通信をサポート し

ます。 WebLogic jCOM アプリ ケーシ ョ ンが DCOM モードで動作している場合、

COM ク ラ イアン トは WebLogic Server と  DCOM プロ ト コルで通信します。

ネイテ ィブ モードの場合、 COM ク ラ イアン トは WebLogic Server にネイティブ

呼び出しを行い (COM-to-WLS)、 WebLogic Server は COM アプリ ケーシ ョ ンに

ネイテ ィブ呼び出しを行います。

ネイテ ィブ モードではローカルのオペレーティ ング  システムと  CPU に対して個

別にコンパイルおよび最適化された、 ネイテ ィブ コードの動的にロード される

ライブラ リ  (DLL) が使用されるので、 COM-to-WLS アプリ ケーシ ョ ンでも  
WLS-to-COM アプリ ケーシ ョ ンでも、 ネイテ ィブ モードを使用する とパフォー

マンスが向上します。

また、 ネイテ ィブ モードで動作している  COM-to-WLS アプリ ケーシ ョ ンは、

COM ク ラ イアン ト と  WebLogic Server との通信に WebLogic の T3/IIOP プロ ト コ

ルを使用します。 これによ り、 以下の利点が得られます。

� ネッ ト ワークの呼び出しが減るので、 DCOM 呼び出しを使用した場合に比べ

てパフォーマンスが向上する。

たとえば、 COM アプリ ケーシ ョ ンで、 WebLogic Server への呼び出しによっ

て値が返される  100 のデータ要素を含むベク トルを作成する と します。 これ

を  DCOM モードで行う と、 サーバに対する往復のネッ ト ワーク呼び出しが 
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100 回必要になり ます。 ネイテ ィブ モードでは、 1 回の往復の呼び出しで済
みます。

� WebLogic Server のフェイルオーバ機能と ロード  バランシング機能を利用で
きる。

ただし、 どちらのタイプのアプ リ ケーシ ョ ンでも、 作成されているネイテ ィブ 
ラ イブラ リは Windows 専用なので、ネイテ ィブ レイ ト  バインド  アクセスの実装
では、 すべての COM ク ラ イアン ト  マシンに WebLogic Server をインス トールす
る必要があ り ます。 ただし、 COM アプリ ケーシ ョ ンを実行するマシンご とに別

個の WebLogic Server ライセンスが必要とい うわけではあ り ません。

また、 WLS-to-COM アプリ ケーシ ョ ンの場合、 ネイテ ィブ モードで実行するに
は、 WebLogic Server が Windows マシンで動作している必要があ り ます。

ネイティブ モードのメ リ ッ ト とデメ リ ッ ト

次の表に、 ネイテ ィブ モード実装の メ リ ッ ト とデメ リ ッ ト を示します。

メ リ ッ ト デメ リ ッ ト

COM-to-WLS アプ リケーシ ョ ンでは、
呼び出しがネッ ト ワーク上で行われな

いので、 DCOM モードの場合に比べて
パフォーマンスが向上する。

COM-to-WLS アプ リケーシ ョ ンでも  
WLS-to-COM アプ リケーシ ョ ンでも、
作成されているネイテ ィブ ラ イブラ リ
は Windows 専用なので、 ネイテ ィブ 
モードの実装では WebLogic Server をす
べての COM マシンにインス トールする
必要がある。

COM-to-WLS アプ リケーシ ョ ンでは、
WebLogic Server のロード  バランシング
機能とフェイルオーバ機能を利用でき

る。

WLS-to-COM アプ リケーシ ョ ンの場合、
ネイテ ィブ モードで実行するには、
WebLogic Server が Windows マシンで動
作している必要がある。
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WLS-to-COM アプリ ケーシ ョ ンの場合、
COM オブジェ ク ト を WebLogic Server 
と同じマシンにインス トールする と、

WebLogic Server でネッ ト ワーク呼び出
しが不要になるので、 パフォーマンス

が向上する。 

メ リ ッ ト デメ リッ ト
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2 COM クライアン ト  アプリケー
ションから  WebLogic Server へ
の呼び出し

この章では、 COM ク ラ イアン ト から  WebLogic Server 上の メ ソ ッ ドを呼び出す
ために WebLogic jCOM を使用する方法について説明します。 

� 2-1 ページの 「ネイテ ィブ モードの特別な要件」

� 2-2 ページの 「COM ク ラ イアン ト から  WebLogic Server を呼び出す主な手
順」

� 2-3 ページの 「WebLogic Server の準備」

� 2-8 ページの 「COM ク ラ イアン ト の準備」

� 「ネイテ ィブ モードでの COM-to-WLS アプ リ ケーシ ョ ンの実行」

ネイティブ モードの特別な要件

COM-to-WLS アプリ ケーシ ョ ンをネイテ ィブ モードで実行するためには、
WebLogic Server を  COM ク ラ イアン ト  マシンにインス トールする必要があ り ま
す。 ただし、 COM ク ラ イアン ト を実行するマシンご とに別個の WebLogic 
Server ラ イセンスが必要とい うわけではあ り ません。

ネイテ ィブ モードの詳細については、 2-15 ページの 「ネイテ ィブ モードでの 
COM-to-WLS アプリ ケーシ ョ ンの実行」 を参照して ください。
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2 COM クライアン ト  アプリケーシ ョ ンから  WebLogic Server への呼び出し
COM クライアン トから WebLogic Server 
を呼び出す主な手順

この節では、 COM ク ラ イアン トから  WebLogic Server への呼び出しを行う ため
の主な手順を簡単に説明します。 詳細については、 以降の節で説明します。

WebLogic Server 側

1. アーリー バインディ ングを使用している場合、 java2com ツールを実行して 
Java ラ ッパー ク ラス と  Interface Definition Librarry (IDL) ファ イルを生成し、
これらのファ イルをコンパイルします。 2-3 ページの 「Java ラ ッパーおよび 
IDL ファ イルの生成 - アーリー バインディ ングのみ」 を参照して ください。

2. サーバを起動します。 2-5 ページの 「サーバの起動」 を参照して ください。

3. サーバ リ スン ポート上で COM 呼び出しを有効化します。 2-6 ページの
「サーバ リ スン ポート上での COM 呼び出しの有効化」 を参照して ください。

4. COM ク ラ イアン ト にサーバ ク ラスへのアクセスを許可します。 2-6 ページ
の 「アクセス制御のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

5. 他の関連するコンソール プロパティ をコンフ ィグレーシ ョ ンします。 2-8 
ページの 「その他のコンソール プロパティのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照
して ください。

6. 静的コンソール プロパテ ィの値を変更した場合、 新しい値を有効にするため
にサーバを再起動します。 

COM クライアント側

1. jCOM ツール ファ イルおよび WebLogic Server ク ラス  ファ イル ( ネイテ ィブ 
モードの場合のみ ) をインス トールします。 2-8 ページの 「必要なファ イルの

インス トール」 を参照して ください。

2. ゼロ  ク ラ イアン ト  インス トールの場合

� オブジェ ク ト参照モニカ (ORM) を  WebLogic Server ORM サーブレ ッ ト
からプログラムと して取得するか、 アプ リ ケーシ ョ ンに貼 りつける こ と

で取得します。 2-9 ページの 「WebLogic Server サーブレ ッ ト からのオブ
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ジェ ク ト参照モニカの取得 - ゼロ  ク ラ イアン トのみ」 を参照して くださ
い。

3. アーリー バインディ ングを使用している場合 

� WebLogic Server マシン上で生成された  IDL ファ イルを取得して、 型ラ
イブラ リにコンパイルします。 

� 型ライブラ リ と、 サービスする  WebLogic Server を登録します。

上記の手順については、 2-10 ページの 「Java ラ ッパーおよび IDL ファ イル
の生成 - アーリー バインディングのみ」 を参照して ください。

4. レジス ト リに WebLogic Server JVM を登録します。 ネイテ ィブ モードで 
WebLogic Server と通信する場合、 こ こで設定します。 2-12 ページの 「ク ラ

イアン ト  マシン レジス ト リへの WebLogic Server JVM の登録」 を参照して
ください。

5. COM ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンをコード化します。 2-14 ページの
「COM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンのコード化」 を参照して ください。

6. COM ク ラ イアン ト を起動します。 2-15 ページの 「COM ク ラ イアン トの起
動」 を参照して ください。

WebLogic Server の準備

以下の節では、 COM ク ラ イアン トが WebLogic Server オブジェ ク ト上の メ ソ ッ
ドを呼び出せるよ うに、 WebLogic Server を準備する方法について説明します。

Java ラッパーおよび IDL ファイルの生成 - アー
リー バインディングのみ

1. JDK ラ イブラ リへのパス と  weblogic.jar へのパスを CLASSPATH に追加しま
す。 たとえば、 次のよ うに指定します。

set CLASSPATH=%JAVA_HOME%\lib\tools.jar;
%WL_HOME%\server\lib\weblogic.jar;%CLASSPATH%
 WebLogic jCOM プログラマーズ ガイ ド 2-3



2 COM クライアン ト  アプリケーシ ョ ンから  WebLogic Server への呼び出し
JAVA_HOME は、 JDK がインス トールされているルート  フォルダ (通常 
c:\bea\jdk131) で、 WL_HOME は、 WebLogic Platform ソフ ト ウェアがインス
トールされているルート  ディ レク ト リ  ( 通常 c:\bea\weblogic700) です。

2. java2com ツールで java ラ ッパー ファ イルと  IDL ファ イルを生成します。 

java com.bea.java2com.Main

java2com GUI が表示されます。

3. 次のよ うに入力します。 

[Java Classes & Interfaces] : jCOMHelper 
examples.ejb20.basic.containerManaged.AccountHome [ こ こに変換す
る ラ ッパー ク ラスを リ ス ト します。 ]
[Name of generated IDL File] : IDL ファ イルの名前
[Output Directory] : ド ラ イブ文字とルート  ディ レク ト リ  \TLB

TLB は OLE 型ラ イブラ リです。

java2com ツールは、 指定されたク ラス と メ ソ ッ ド  パラ メータで使用される
他のすべてのク ラスを参照します。 この作業は再帰的に行われます。 こ こで

は、 複数のク ラスまたはインタフェースをスペースで区切って指定できま

す。

抽象ク ラスではな く、 パラ メータ  コンス ト ラ ク タを持たない Java のパブ
リ ッ ク  ク ラスはすべて、 COM ク ラス と してアクセス可能になり ます。 他の

パブリ ッ ク  ク ラス、 およびすべてのパブリ ッ ク  インタフェースは、 COM イ
ンタフェース と してアクセス可能になり ます。

この時点で [Generate] ボタンをク リ ッ ク してラ ッパーと  IDL を作成する場

合、 生成されたラ ッパーと  IDL をコンパイルし よ う とする と、 エラーが発生

します。 これは、 java2com ツールのデフォル トで特定のク ラスが省略され

ているためです。 コンパイル中に生成されたエラーを参照する こ とによ り、

どのク ラスで問題が発生しているか判別できます。
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この問題を修正するには、 java2com ツールで [Names] ボタンをク リ ッ ク し
て、 必要なク ラス  ファ イルへのあらゆる参照を削除します。 この例では、 次

の参照を削除する必要があ り ます。

*.toString->''''
class java.lang.Class->''''

4. これらの参照が削除される と、 ラ ッパーと  IDL を生成できます。 java2com 
GUI で [Generate] をク リ ッ ク します。

java2com ツールでは、 Java オブジェ ク トへのアクセスに使用される  DCOM 
マーシャ リ ング コードを含む Java ク ラスが生成されます。 これらの生成された

ク ラスは、 WebLogic jCOM ランタイムによって背後で使用されます。 必要なの

はこれらのク ラスをコンパイルするこ とだけです。 また、 これらのク ラスが 
CLASSPATH に含まれているこ とを確認して ください。

サーバの起動

WebLogic Server を起動します。 「WebLogic Server の起動と停止」 を参照して く

ださい。
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サーバ リスン ポート上での COM 呼び出しの有効
化

WebLogic Server をインス トールする と自動的に jCOM がインス トールされます
が、 jCOM を有効にする必要があ り ます。 これによって、 リ スン  ポート上で 
COM の呼び出しを リ スンするよ うにサーバに知らせます。

1. WebLogic Server Administration Console を起動します。

2. 左ペインで、 サーバの名前をク リ ッ ク します。

3. 右ペインの [接続 ] タブをク リ ッ ク した後で [jCOM] タブをク リ ッ ク して、
[jCOM properties] 画面を表示します。

4. [COM を有効化 ] ボッ クスをチェ ッ ク します。

5. サーバを再起動して設定を有効にします。 コンソールで jCOM プロパテ ィ を
設定する予定がある場合、 サーバを起動する前に設定して ください (2-8 ペー
ジの 「その他のコンソール プロパテ ィのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照 )。

アクセス制御のコンフ ィグレーション

COM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンがアクセスする必要のある ク ラスに、
COM ク ラ イアン ト  ユーザ アクセスを許可します。 特定のアプリ ケーシ ョ ンに
よって、 どのク ラスを公開するかが決定されます。 

こ こでは、 この リ リースに付属するゼロ  ク ラ イアン ト の例を示します 
(WL_HOME/samples/server/src/examples/jcom/zeroclient を参照して くだ
さい )。

ゼロ  ク ラ イアン トの場合、 COM ク ラ イアン トは次の 3 つのク ラスにアクセスす
る必要があ り ます。

� java.util.Collection 

� java.util.Iterator 

� ejb20.basic.beanManaged 
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java.util.Collection および java.util.Iterator へのアクセスの
許可

1. WebLogic Server Administration Console の左ペインで [ サービス ] ノードをク
リ ッ ク してから、 その下の [JCOM] ノードをク リ ッ ク します。 

2. 右ペインで、 次のよ うに入力します。 

java.util.*

3. [ ポ リ シーを定義 ] をク リ ッ ク します。 

4. [ ポ リ シー条件 ] ボッ クスで、 [呼び出し側を メンバとするグループは ] をダ
ブルク リ ッ ク します。 

5. [ グループ名の入力 ] フ ィールドに、 アクセスを許可するユーザ グループの
名前を入力します。 

注意 : ゼロ  ク ラ イアン ト の例では、 「everyone」 にアクセスが許可されています
が、 アクセスを許可する際には、 できるだけ制約を設けるこ と をお勧め

します。

6. [追加 ] をク リ ッ ク します。

7. [OK] をク リ ッ ク します。 

8. ウ ィ ンド ウの右下にある  [適用 ] をク リ ッ ク します。 

ejb20.basic.beanManaged へのアクセスの許可

ゼロ  ク ラ イアン ト の例では、 ejb20.basic.beanManaged ク ラスへのアクセスも
必要です。 

これを実現するには、 手順 3 の 「java.util.*」 を 「ejb20.basic.beanManaged.*」 に
置き換えて、 「java.util.Collection および java.util.Iterator へのアクセスの許可」 の
手順を繰り返します。

最後にアスタ リ ス クが付いているため、実際には ejb20.basic.beanManaged 
パッケージ全体にアクセスを許可している こ とに注意して ください。
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ク ラスへのアクセス許可および取消しに関する詳細については、 Console オンラ
イン ヘルプ の 7.x セキュ リ テ ィに関する節を  Web ブラウザで参照して ください。

その他のコンソール プロパティのコンフ ィグレー
ション

その他の必要な jCOM コンソール プロパティ をコンフ ィ グレーシ ョ ンします。
詳細については、 jCOM プロパティに関する  Console オンライン ヘルプを参照し
て ください。

これらのプロパテ ィのいずれかを有効にするためにサーバを起動する必要がある

場合は、 こ こで再起動します。

COM クライアン トの準備

以下の節では、 WebLogic Server オブジェ ク ト上の メ ソ ッ ドを呼び出せるよ うに 
COM ク ラ イアン ト を準備する方法について説明します。

必要なファイルのインストール

WebLogic Server オブジェ ク ト上の メ ソ ッ ドを呼び出すために、 ク ライアン ト  マ
シンにインス トールしておく必要のあるファ イルが多数あ り ます。 以下に示すよ

うに、 この うち一部のファ イルは、 ネイテ ィブ モードで メ ソ ッ ドを呼び出す場
合にのみ必要です。

jCOM ツール ファイル

jCOM ツールを実行するには、5 つのファイルと 3 つのフォルダ (すべてのサブ
フォルダとファイルを含む ) が必要です。WebLogic Server をインス トールした
マシン上の WL_HOME\server\bin ディ レク ト リに、 ファ イルがあ り ます。 ファ
イルは次のとおりです。
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� JintMk.dll

� ntvinv.dll

� regjvm.exe

� regjvmcmd.exe

� regtlb.exe 

� regjvm ( すべてのサブフォルダと フ ァ イルを含む )

� regjvmcmd ( すべてのサブフォルダと ファ イルを含む )

� regtlb ( すべてのサブフォルダと ファ イルを含む )

jCOM ツールの詳細については、 第 4 章 「jCOM ツールの詳細」 を参照して くだ

さい。

WebLogic Server クラス ファイル - ネイティブ モードのみ

ネイティブ モードでアプリ ケーシ ョ ンを実行するには、COM ク ラ イアン ト  マシ

ンが特定の WebLogic Server ク ラス  ファ イルにアクセスできる必要があ り ます。

これらのファ イルを取得するには、 各 COM ク ラ イアン ト  マシンに WebLogic 
Server をインス トールします。 ただし、 COM ク ラ イアン ト を実行するマシンご

とに別個の WebLogic Server ライセンスが必要とい うわけではあ り ません。

WebLogic Server サーブレッ トからのオブジェク
ト参照モニカの取得 - ゼロ クライアントのみ

オブジェ ク ト参照モニカ (ORM) は、 WebLogic Server から取得できます。 COM 
ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンからモニカを使用できるので、 regjvmcmd を実
行する必要がな くな り ます。 新規サーバを作成しても、 サーバのホス ト とポート

が同じである限 りモニカは有効なままです。 

COM ク ラ イアン ト  コードに対して ORM を取得する方法が 2 つあ り ます。

� WebLogic Server 上で実行しているサーブレッ ト を通じて、 ORM を取得しま
す。 WebLogic Server 上で Web ブラウザを開き、
http://[wlshost]:[wlsport]/bea_wls_internal/com へ行きます。
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こ こで wlshost は WebLogic Server マシンを、 wlsport はサーバのポート番号
を示します。

� WebLogic Server マシンの完全な名前または TCP/IP アド レス と、 ポー ト番号
をパラ メータ と して指定して、 com.bea.jcom.GetJvmMoniker Java ク ラス
を実行します。 

java com.bea.jcom.GetJvmMoniker [wlshost] [wlsport]

objref モニカを示し、 その使い方を説明する長い メ ッセージが表示されます。
また、 表示されるテキス トは自動的にク リ ップボードにコピーされるので、

ソースに直接貼り付けできます。 指定したマシンとポー トで WebLogic 
Server にアクセスするために、 返された objref モニカを使用できます。

Java ラッパーおよび IDL ファイルの生成 - アー
リー バインディングのみ

ク ラ イアン ト側に割 り当てられたラ ッパー ファ イルおよびインタフェース定義
言語 (IDL) ファ イルの生成を実行します。

1. IDL をク ライアン ト  マシンにコピーします。 

WebLogic Server 上で java2com ツールの実行 (2-3 ページの 「WebLogic 
Server の準備」 を参照 ) に成功した場合、 IDL ファ イルがサーバ マシン上に
作成されています。 この IDL ファ イルをク ライアン ト  マシンにコピーして、
この COM アプ リ ケーシ ョ ンの \TLB サブディ レク ト リに配置します。

注意 : java2com ツールがサンプルの \TLB サブディ レク ト リに出力しているは
ずなので、 同じマシン上でク ライアン ト とサーバを実行している場合、

この手順は必要あ り ません。 

2. IDL ファ イルをコンパイルして、 型ライブラ リ を作成します。 

midl containerManagedTLB.idl

このコマンドで Microsoft IDL コンパイラ  MIDL.EXE を呼び出して、 コンパ
イルを実行します。 コンパイルの結果、 containerManagedTLB.tlb とい う
型ライブラ リが作成されます。 

3. 型ライブラ リ を登録し、 サービスする  JVM を設定します。 
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regtlb /unregisterall
regtlb containerManagedTLB.tlb registered_jvm 

上の最初の行は、 登録済みの型ライブラ リ  バージ ョ ンの登録を解除するため
に regtlb.exe を呼び出します。 2 行目の行は、 新し く コンパイルされた型
ラ イブラ リ を登録します。 

regtlb に渡される  2 番目のパラ メータ  registered_jvm は重要です。 これ
は、 型ラ イブラ リに リ ンク される  JVM の名前を指定します。 WebLogic 
jCOM ランタイムでは、 型ラ イブラ リで定義されたオブジェク ト呼び出しを
適切なラ ッパー ク ラスに リ ンクするためにこの情報が必要とな り ます。

WebLogic Server JVM は、 regjvm ツールを通じてク ライアン ト  マシンのレジス
ト リに登録されます。 詳細については、 2-12 ページの 「ク ラ イアン ト  マシン レ
ジス ト リへの WebLogic Server JVM の登録」 を参照して ください。

ラッパー ファイルに関する注意

� 一般にラ ッパー ファ イルはサーバ上に配置し、 コンパイルしておく必要があ
り ます。 IDL ファ イルはク ライアン ト上に配置し、 コンパイルしておく必要
があ り ます。 サーバと ク ライアン ト を別々のマシン上で実行している と き

に、 ク ラ イアン ト側でラ ッパーと  IDL を作成した場合、 コンパイルしたばか
りのラ ッパー ファ イルをサーバに配布する必要があ り ます。 サーバ側でラ ッ
パーと  IDL を作成した場合、 IDL ファ イルがコンパイルされて型ライブラ リ
が作成されるク ライアン ト に IDL ファ イルを移動させる必要があ り ます。 

� ラ ッパー ファ イルと  IDL ファ イルは、 java2com ツールを  1 回実行して作
成する必要があ り ます。 サーバ上と ク ラ イアン ト上の両方で java2com ツー
ルを別々に実行し よ う とする と、 作成する ラ ッパー ファ イルと  IDL ファ イ
ルが通信できな くな り ます。 IDL と ラ ッパーは識別のためにユニークなスタ
ンプを持ちます。 ラ ッパーは java2com ツールの共通呼び出しから作成され
る  IDL ファ イルとのみ通信できます。 IDL ファ イルも通信できるのは、 同じ
条件で作成されたラ ッパーだけです。 その結果、 java2com ツールを  1 回実
行する必要があ り、 作成されるファ イルは後で分散されます。 Java ソース  
コードに間違いがある場合や変更を加えるために、 java2com ツールを再度
実行する必要がある場合は、 すべてのラ ッパー ファ イル、 IDL ファ イル、 お
よび TLB ファ イルを削除し、 手順をすべてやり直す必要があ り ます。 

� java2com ツールを使用して非推奨の メ ソ ッ ドを含む ( または参照する ) ク ラ
スのラ ッパーを作成する場合、 コンパイル時に非推奨の警告が表示されま
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2 COM クライアン ト  アプリケーシ ョ ンから  WebLogic Server への呼び出し
す。 これらの警告は無視できます。 WebLogic jCOM は、 メ ソ ッ ドを  COM 
からアクセス可能にします。 

� 生成されたラ ッパー ク ラスは、 CLASSPATH に含める必要があ り ます。 単
に EJBjar に含める こ とはできません。

クライアント  マシン レジスト リへの WebLogic 
Server JVM の登録

サーバ名を  Windows レジス ト リに追加し、 その名前を  TCP/IP アドレスおよび 
WebLogic が受信する  COM 要求を リ スンする ク ライアン ト  サーバ間の通信ポー
トに関連付けるこ とで、 ローカル Java Vertual Machine に登録します。 デフォル
ト で、 これは localhost:7001 です。

1. regjvm GUI ツールを呼び出すと、 次の画面が表示されます。

2. WebLogic Server がローカルホス ト以外で実行しており、 7001 以外のポート
を リ スンしている場合、 ホス ト名 ( または IP アドレス ) およびポート番号を
入力します。

regjvm のコマンド ライン バージ ョ ンを使用するこ と もできます。

regjvmcmd servername localhost[7001]
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JVM の登録解除

regjvm ( または regjvmcmd) ツールでは、 古いエン ト リ と同名の新しいエン ト リ
が入力されても、 古いエン ト リは上書きされません。 このため、 通信するマシン

のホス ト名またはポート を変更する必要がある場合は、 古いエン ト リの登録を解

除して新しいエン ト リ を作成しなければな り ません。 

regjvm ツール ウ ィ ンド ウで JVM を登録解除するには、 登録を解除する  JVM を
選択して、 [Delete] を選択します。

別の方法と して、 コマンド ラ イン  ツール regjvmcmd から  JVM の登録を解除し
ます。

regjvmcmd /unregister servername

ネイティブ モードを選択している場合

COM ク ラ イアン ト をネイテ ィブ モードで実行している場合、 regjvm ウ ィ ンド
ウで [Native mode] または [Native mode in process] ラジオボタンをク リ ッ クする
か、 または /native パラ メータを使用して regjvmcmd を呼び出します。 この手
順に関する詳細については、 2-15 ページの 「ネイテ ィブ モードでの 
COM-to-WLS アプリ ケーシ ョ ンの実行」 を参照して ください。
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COM クライアント  アプリケーションのコード化

これで、WebLogic Server オブジェ ク ト上の メ ソ ッ ドを呼び出すこ とができます。
これを自然にコード化する方法は、 レイ ト  バインディングを選択するか、 アー
リー バインディングを選択するかによって異な り ます。 

この節で記載するコードは、 この製品に付属するアーリー バインドのサンプル
と レイ ト  バインドのサンプルからの抜粋です。 サンプル コードは 
SAMPLES_HOME\server\src\examples\jcom から入手できます。

レイ ト  バインド  アプリケーション

このレイ ト  バインドのサンプルである  Visual Basic アプ リ ケーシ ョ ンからの抜粋
では、 Account EJB のホーム インタフェース  mobjHome の COM バージ ョ ンの宣
言に注意して ください。 この COM オブジェ ク トは、 サーバ側にある  
AccountHome インタフェースのインスタンスに リ ンク されます。 

Dim mobjHome As Object

Private Sub Form_Load()

'Handle errors

On Error GoTo ErrOut '

Bind the EJB AccountHome object via JNDI

Set mobjHome = 
CreateObject("examplesServer:jndi:ejb20-containerManaged-AccountH
ome")

レイ ト  バインド  クライアン トの確認済みの問題と回避策

オーバーロード されていながらパラ メータの数が同じ メ ソ ッ ドを処理する場合、

WebLogic jCOM には問題があ り ます。 オーバーロード された メ ソ ッ ド内のパラ
メータ数が異なる場合、 そのよ う な問題はあ り ません。 

パラ メータ数が同じ場合には、 呼び出しに失敗します。

残念ながら、 メ ソ ッ ド  InitialContext.lookup はオーバーロード されていま
す。 
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public Object lookup(String) 

public Object lookup(javax.naming.Name) 

ルッ クアップを実行するには、 オブジェク ト を作成するために特別な JNDI モニ
カを使用する必要があ り ます。 

Set o = CreateObject("servername:jndi:objectname")

アーリー バインド  アプリケーション

アーリー バインド  コードの最も明らかな特徴は、 オブジェ ク ト と して宣言され
る変数の数が少ないこ とです。 以前生成した型ライブラ リ を使用する こ とによ

り、 こ こでオブジェ ク ト を宣言できます。

「Java ラ ッパーおよび IDL ファ イルの生成 - アーリー バインディ ングのみ」 で生
成した型ライブラ リ を使用してオブジェク ト を宣言します。 この Visual Basic 
コードからの抜粋では、 IDL ファ イルは containerManagedTLB と呼ばれ、 EJB
は ExamplesEjb20BasicContainerManagedAccountHome と呼ばれます。

Dim objNarrow As New containerManagedTLB.JCOMHelper

こ こで、 オブジェク ト の メ ソ ッ ドを呼び出すこ とができます。

Set mobjHome = objNarrow.narrow(objTemp, 
"examples.ejb20.basic.containerManaged.AccountHome")

COM クライアントの起動

COM ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

ネイティブ モードでの COM-to-WLS アプ
リケーションの実行

COM-to-WLS アプリ ケーシ ョ ンでは、 ネイテ ィブ モードに 「イン プロセス」 と
「アウ ト  オブ プロセス」 の区別があ り ます。
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� アウ ト  オブ プロセス。 JVM は独自のプロセス内で作成され、 COM プロセ
ス と  WebLogic Server JVM プロセスの間でプロセス間通信が発生します。

� イン プロセス。 WebLogic Server JVM 全体が COM プロセスに取り込まれま
す。 つま り、 COM ク ラ イアン トのアドレス空間にロード されます。
WebLogic Server ク ラ イアン トサイ ド  ク ラスはこの JVM 内に配置されてい
ます。 

アプリ ケーシ ョ ンで使用するプロセスを指定するには、 regjvm GUI ツール イン
タフェースで [Native mode in process] または [Native mode] ラジオ ボタンを選択
します。

アウト  オブ プロセスで JVM を実行するネイティブ 
モード

JVM をアウ ト  オブ プロセスで実行する  ( ただし、ネイテ ィブ コードを使用して 
COM ク ラ イアン ト に中の Java オブジェク トへのアクセスを許可する ) 場合、 次
の手順に従います。

1. regjvm GUI ツールを呼び出して、 JVM をネイテ ィブと して登録します。
regjvm では、 さまざまなレジス ト リ  エン ト リが設定され、 WebLogic jCOM 
の COM と  WLS 間の メカニズムが容易になり ます。

注意 : JVM を登録する場合には、 [JVM id] フ ィールドにサーバの名前を指定す
る必要があ り ます。 たとえば、 exampleServer で JCOM ネイティブ 
モードが有効になっている と きに、 regjvm を使用して登録する場合に
は、 [JVM id] ボッ ク スに exampleServer と入力します。
2-16  WebLogic jCOM プログラマーズ ガイド



ネイテ ィ ブ  モードでの COM-to-WLS アプリケーシ ョ ンの実行
2. JVM が実行されていない場合は、 [Advanced] ラジオ ボタンをク リ ッ ク して、
[Launch Command] フ ィールドに JVM のパスを入力します。

regjvm ツールの詳細については、 第 4 章 「jCOM ツールの詳細」 を参照し
て ください。

3. アプ リ ケーシ ョ ン コードの main セクシ ョ ンに次のコードを挿入して、
WebLogic jCOM ランタイムに JVM が呼び出しを受け取る準備ができている
こ と を知らせます。

com.bea.jcom.Jvm.register("MyJvm"):

public class MyJvm {

public static void main(String[] args) throws Exception {

// "firstjvm" の名前で JVM を登録
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com.bea.jcom.Jvm.register("firstjvm");

Thread.sleep(6000000); // 1 時間の休止

}

4. これで、 Visual Basic からレイ ト  バインディ ングを使用して、 JVM にロード
できる  Java ク ラスのインスタンスをインスタンス化できます。

Set acctEJB = 
CreateObject("firstjvm.jndi.ejb20.beanManaged.AccountHome")

5. JVM を指定したら、 標準 WebLogic jCOM regtlb コマンドを使用して  Java 
オブジェ ク ト にアーリー バインド  アクセスします (regtlb はパラ メータ と
して型ライブラ リの名前と  JVM 名を取 り、 その型ラ イブラ リに定義されて
いるすべての COM オブジェ ク ト をその JVM に存在するものと して登録し
ます )。 

また、 独自のインスタンシエータ  (com.bea.jcom.Jvm.register(...) への
追加パラ メータ ) を  JVM に関連付けるこ とによって、 COM ク ラ イアン ト の
代わりに Java オブジェ ク ト のインスタンス化を制御できます。 これは、 オブ
ジェク ト  ファ ク ト リの一種です。 

イン プロセスで JVM を実行するネイティブ モード

このテクニッ クを使用する と、 実際に JVM を COM ク ラ イアン トのアド レス空
間にロードできます。 

こ こで再び regjvm コマンドを使用します。 ただし、 今度は追加パラ メータを指
定します。 

注意 : JVM を登録する場合には、 [JVM id] フ ィールドにサーバの名前を指定す
る必要があ り ます。 たとえば、 exampleServer で JCOM ネイティブ 
モードが有効になっている と きに、 regjvm を使用して登録する場合に
は、 [JVM id] ボッ ク スに exampleServer と入力します。

最も単純な例は、 Visual Basic を使用して  Java オブジェ ク ト にレイ ト  バインド  
アクセスする こ とです。 まず、 JVM を登録します。 Sun の JDK 1.3.1 
(c:\bea\jdk131 にインス トールされている ) を使用し、 WebLogic Server が 
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c:\bea\weblogic700\server\lib\weblogic.jar にインス トールされており、
Java ク ラスが c:\pure に格納されている場合は、以下の regjvm ツール画面のよ
うに設定します。

JVM 名、 CLASSPATH、 および JVM bin ディ レク ト リ  パスを指定します。

これで、 Visual Basic から  GetObject メ ソ ッ ドを呼び出すこ とができるよ うにな
り ます。

MessageBox GetObject("MyJVM.jndi.ejb20.beanManaged.AccountHome")

regjvm ツールの詳細については、 第 4 章 「jCOM ツールの詳細」 を参照して く
ださい。
 WebLogic jCOM プログラマーズ ガイ ド 2-19



2 COM クライアン ト  アプリケーシ ョ ンから  WebLogic Server への呼び出し
2-20  WebLogic jCOM プログラマーズ ガイド



3 WebLogic Server から  COM アプ
リケーションへの呼び出し

以下の節では、 WLS-to-COM アプリ ケーシ ョ ン、 すなわち、 WebLogic jCOM を
使用して  WebLogic Server から  COM オブジェク ト上に メ ソ ッ ドを呼び出すアプ
リ ケーシ ョ ンを準備およびデプロイする方法を説明します。 

� ネイティブ モードの特別な要件

� WebLogic Server から  COM アプ リ ケーシ ョ ンを呼び出す主な手順

� COM アプ リ ケーシ ョ ンの準備

� WebLogic Server の準備

ネイティブ モードの特別な要件

ネイティブ モードを使用する  WLS-to-COM アプ リ ケーシ ョ ンには、 特別な要件
が 2 つあ り ます。

� COM アプ リ ケーシ ョ ンをネイテ ィブ モードで実行するには、 WebLogic 
Server が COM アプリ ケーシ ョ ン  マシンにインス トールされている必要があ
り ます。 ただし、 COM アプリ ケーシ ョ ン  マシンご とに別個の WebLogic 
Server ラ イセンスが必要とい うわけではあ り ません。

� ネイティブ モードで実行するには、 WebLogic Server が Windows マシンで
動作している必要があ り ます。
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WebLogic Server から  COM アプリケー
ションを呼び出す主な手順

この節では、 WebLogic Server から  COM アプリ ケーシ ョ ンへ呼び出す主な手順
を簡単に説明します。 詳細については、 以降の節で説明します。 

COM 側

1. COM アプリ ケーシ ョ ンをコード化します。 3-3 ページの 「COM アプ リ ケー
シ ョ ンのコード化」 を参照して ください。

2. com2java ツールで COM オブジェク ト から  Java ク ラスを生成します。 3-3 
ページの 「com2java GUI ツールでの Java ク ラスの生成」 を参照して くださ
い。

3. WebLogic Server 用にク ラスをパッケージ化します。 3-4 ページの
「WebLogic Server 用の Java ク ラスのパッケージ化」 を参照して ください。 

4. COM アプリ ケーシ ョ ンを起動します。 3-4 ページの 「COM アプ リ ケーシ ョ
ンの起動」 を参照して ください。

WebLogic Server 側

1. サーバを起動します。 3-4 ページの 「サーバの起動」 を参照して ください。

2. WebLogic Server Administration Console で、 必要に応じて COM を有効にし
コンフ ィグレーシ ョ ンします。 3-5 ページの 「サーバ リ スン ポート上での 
COM 呼び出しの有効化」 を参照して ください。

3. 他の Java オブジェク ト と同じ よ うに COM オブジェ ク ト を使用します。

COM アプリケーションの準備

以下の節では、 WebLogic Server がオブジェク ト で メ ソ ッ ドを呼び出せるよ う  
COM ク ラ イアン ト を準備する方法について説明します。
3-2  WebLogic jCOM プログラマーズ ガイド



COM アプリケーシ ョ ンの準備
COM アプリケーショ ンのコード化

� 必要に応じて COM アプ リ ケーシ ョ ンをコード化します。

com2java GUI ツールでの Java クラスの生成

COM 型ライブラ リに対して  com2java GUI ツールを実行する と、COM 型ライブ

ラ リ内のク ラス と インタフェースに対応する  Java ク ラス ファ イルの集合が生成

されます。 

以降で、 GUI ツールでの Java ク ラスの生成を示します。 WebLogic jCOM ツール
全般の詳細については、第 4 章 「jCOM ツールの詳細」 を参照してください。

1. com2java GUI ツールを実行するには、 次の手順に従います。

a. WEBLOGIC_HOME/server/bin ディ レク ト リへ移動します ( あるいは、 こ

のディ レク ト リ を CLASSPATH に追加します )。

b. COM マシンでコマンド  シェルを開き、 com2java.exe ファ イルを起動し

ます。

> com2java

2. 一番上のフ ィールドで適切な型ライブラ リ を選択し、 [Java package] テキス

ト  ボッ クスに、 生成されたファ イルを含むパッケージの名前を入力します。

com2java ツールでは、 特定の型ラ イブラ リに対して指定した直前のパッ

ケージ名を記憶しています。
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3. [Generate Proxies] をク リ ッ ク して、 Java ク ラス ファ イルを生成します。

WebLogic Server 用の Java クラスのパッケージ化

COM オブジェ ク ト を EJB から呼び出す場合は、 WebLogic Server が検出できる
よ うに、 com2java で生成する ク ラス ファ イルを  EJB .jar にパッケージ化する
必要があ り ます。 生成したファ イルは、 特定のパッケージに格納できます。 たと

えば、 Excel 型ラ イブラ リのすべてのファ イルを  excel とい う  Java パッケージに
格納できます。

EJB .jar ファ イルのパッケージ化の詳細については、 『WebLogic エンタープラ
イズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 の 「WebLogic Server コンテナ用の EJB 
のパッケージ化」 の章を参照して ください。

COM アプリケーションの起動

Java ク ラス  ファ イルを生成してそれを適切にパッケージ化したら、あ とは COM 
アプリ ケーシ ョ ンを起動すれば、 WebLogic Server に公開する  COM オブジェ ク
ト をインスタンス化および実行できます。

WebLogic Server の準備

以下の節では、 COM アプリ ケーシ ョ ンのオブジェ ク トに メ ソ ッ ドを呼び出せる
よ う  WebLogic Server を準備する方法を説明します。

サーバの起動

WebLogic Server を起動します。 「WebLogic Server の起動と停止」 を参照して く
ださい。
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WebLogic Server の準備
サーバ リスン ポート上での COM 呼び出しの有効
化

WebLogic Server をインス トールする と自動的に  jCOM がインス トールされます
が、 jCOM を有効にする必要があ り ます。 これによって、 リ スン ポート上で 
COM の呼び出しを リ スンするよ うにサーバに知らせます。

1. Administration Console を起動します。

2. 左ペインで、 サーバの名前をク リ ッ ク します。

3. 右ペインの [ 接続 ] タブをク リ ッ ク した後で [jCOM] タブをク リ ッ ク して、
[jCOM properties] 画面を表示します。

4. [COM を有効化 ] ボッ クスをチェ ッ ク します。

5. サーバを再起動して設定を有効にします。 コンソールを介して [ ネイテ ィブ 
モードを有効化 ] またはその他の jCOM プロパティ を設定する場合は、 サー
バを再起動する前に行って ください。

ネイティブ モードの有効化 (必要な場合 )

WebLogic Server と  COM アプ リ ケーシ ョ ンをネイテ ィブ モードで通信させる場
合は、 WebLogic Server コンソールを介してすぐに有効化します。 ネイテ ィブ 
モードを使用するかど うかを判断する際は、 第 1 章 「WebLogic jCOM の概要」
の 「DCOM モード とネイテ ィブ モード」 を参照して ください。 

ネイティブ モードを有効化するには、 以下の手順に従います。

1. Administration Console を起動します。

2. 左ペインで、 サーバの名前をク リ ッ ク します。

3. 右ペインの [ 接続 ] タブをク リ ッ ク した後で [jCOM] タブをク リ ッ ク して、
[jCOM properties] 画面を表示します。

4. [ ネイティブ モードを有効化 ] ボッ クスをチェ ッ ク します。
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その他の関連するコンソール プロパティのコン
フ ィグレーション

その他の必要な jCOM コンソール プロパティ をコンフ ィ グレーシ ョ ンします。
詳細については、 jCOM プロパティに関する  Console オンライン ヘルプを参照し
て ください。

jCOM コンフ ィグレーシ ョ ンを変更した場合は、 サーバを再起動する必要があ り
ます。 Administration Console からも、 変更を有効にするためにサーバを再起動
する必要のあるこ とが示されます。

COM オブジェク トを呼び出すためのサーバ コード
の準備

COM オブジェ ク ト を呼び出すためにサーバ コードを準備します。

com2java により生成された Java クラスの
使い方

com2java ツールは、型ライブラ リ内で COM ク ラスを発見するたびにその COM 
ク ラスにアクセスするための Java ク ラスを生成します。 生成された Java ク ラス
は、 複数のコンス ト ラ ク タを持ちます。

� デフォル ト  コンス ト ラ クタは、 認証なしでローカル ホス ト上に COM ク ラ
スのインスタンスを作成します。

� 2 番目のコンス ト ラ ク タは、 認証なしで特定のホス ト上に COM ク ラスのイ
ンスタンスを作成します。

� 3 番目のコンス ト ラ ク タは、 特定の認証でローカル ホス ト上に COM ク ラス
のインスタンスを作成します。
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COM インタ フ ェースから  com2java によ り生成された Java インタ フ ェースの使い方
� 4 番目のコンス ト ラ クタは、 特定の認証で特定のホス ト上に COM ク ラスの
インスタンスを作成します。

� 最後のコンス ト ラ ク タは、 返されたオブジェ ク ト参照をラ ップするために使

用できます。 これは COM ク ラスのインスタンスを参照します。

以下に DataLabelProxy ク ラスから生成されたコンス ト ラ ク タのサンプルを示し
ます。

public DataLabelProxy() {} 

public DataLabelProxy(Object obj) throws java.io.IOException 
{

super(obj, DataLabel.IID); 

} 

protected DataLabelProxy(Object obj, String iid) throws
java.io.IOException 

{

super(obj, iid);

} 

public DataLabelProxy(String CLSID, String host, boolean
deferred) throws java.net.UnknownHostException,
java.io.IOException{ super(CLSID, DataLabel.IID, host, 

null); 

} 

protected DataLabelProxy(String CLSID, String iid, String 
host,

AuthInfo authInfo) throws java.io.IOException { super(CLSID,
iid, host, authInfo); 

} 

COM インタフェースから  com2java により
生成された Java インタフェースの使い方

COM インタフェースの メ ソ ッ ドは、 特定のインタフェースを介してオブジェク
トの参照を返すこ とができます。
 WebLogic jCOM プログラマーズ ガイ ド 3-7



3 WebLogic Server から  COM アプリケーシ ョ ンへの呼び出し
たとえば、 Excel 型ラ イブラ リ  (Excel8.olb) は、 _Application COM インタ
フェースを定義し、 その メ ソ ッ ド  Add は COM IDL で次のよ うに定義されます。

[id(0x0000023c), propget, helpcontext(0x0001023c)] 

HRESULT Workbooks([out, retval] Workbooks** RHS); 

この メ ソ ッ ドは、 Workbooks COM インタフェースを実装するオブジェ ク トの参
照を返します。Workbooks インタフェースは _Application インタフェース と同
じ型ライブラ リに定義されているので、 com2java ツールは作成する  
_Application Java インタフェースに次の メ ソ ッ ドを生成します。

/** * getWorkbooks. 

* 

* @return Workbooks への参照

* @exception java.io.IOException 通信に問題がある場合 

* @exception com.bea.jcom.AutomationException リモート サーバが例外を
送出する場合 */ 

public Workbooks getWorkbooks () throws java.io.IOException, 
com.bea.jcom.AutomationException;

生成された _ApplicationProxy Java ク ラスの メ ソ ッ ドの実装が見えるよ うにな
り ます。

/** 

* getWorkbooks. 

* 

* @return Workbooks への参照

* @exception java.io.IOException 通信に問題が

ある場合 

* @exception com.bea.jcom.AutomationException リモート サーバが

例外を送出する場合 

*/ 

public Workbooks getWorkbooks () throws java.io.IOException,
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COM インタ フ ェースから  com2java によ り生成された Java インタ フ ェースの使い方
com.bea.jcom.AutomationException{ com.bea.jcom.MarshalStream

marshalStream = newMarshalStream("getWorkbooks"); 

marshalStream = invoke("getWorkbooks", 52, marshalStream); 

Object res = marshalStream.readDISPATCH("return value"); 

Workbooks returnValue = res == null ? null :new

WorkbooksProxy(res); 

checkException(marshalStream, 

marshalStream.readERROR("HRESULT")); 

return returnValue;

}

見て分かる とおり、 getWorkbooks メ ソ ッ ドは生成された WorkbooksProxy Java 
ク ラスを内部的に利用します。 前述のとおり、 com2java ツールは、 Workbooks 
戻り値型を持つメ ソ ッ ドを生成します。 Workbooks インタフェースは 
_Application と同じ型ラ イブラ リに定義されているからです。

Workbooks インタフェースが異なる型ラ イブラ リに定義されている場合、
WebLogic jCOM は次のコードを生成します。

/** 

* getWorkbooks. 

* 

* @return Workbooks への参照

* @exception java.io.IOException 通信に問題が

ある場合 

* @exception com.bea.jcom.AutomationException リモート サーバが

例外を送出する場合 

*/ 

public Object getWorkbooks () throws java.io.IOException, 

com.bea.jcom.AutomationException;

この場合、 生成されたプロキシ  ク ラスを明示的に使用して返された Workbooks 
にアクセスする必要があ り ます。
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3 WebLogic Server から  COM アプリケーシ ョ ンへの呼び出し
Object wbksObj = app.getWorkbooks();

Workbooks workbooks = new WorkbooksProxy(wbObj);
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4 jCOM ツールの詳細

以下の節では、 jCOM アプリ ケーシ ョ ンで使用するツールについて詳し く説明し
ます。

� com2java

� java2com

� regjvm

� regjvmcmd

� regtlb

com2java

WebLogic jCOM の com2java ツールは、 型ライブラ リから情報を読み込み、 そ
の型ライブラ リに定義されている  COM ク ラスおよびインタフェースにアクセス
するための Java ファ イルを生成します。 

型ライブラ リには、 COM ク ラス、 インタフェース、 およびその他のコンス ト ラ
ク ト が登録されています。 通常、 これらは Visual C++ や Visual BASIC などの開
発ツールによって生成されます。 

このため、 一部の型ライブラ リは簡単に識別可能です。 拡張子 olb または tlb 
で終わるファ イルは、 確実に型ライブラ リです。 しかし、 少々ややこ しいのは、

型ライブラ リは実行ファ イルなどの他のファ イルに格納される場合があるこ とで

す。 Visual BASIC は、 生成した実行ファ イルに型ライブラ リ を格納します。
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4 jCOM ツールの詳細
com2java の使い方

com2java は、 コマンド  シェルで入力するか、 そのアイ コンをダブルク リ ッ ク し
て起動します。

com2java を起動する と、 次のダイアログが表示されます。

型ライブラリの選択

ツールで処理する型ラ イブラ リ を選択するには、 [Select ...] ボタンをク リ ッ ク し
ます。 

型ライブラ リは、 COM コンポーネン ト を含んでいる実行ファ イルやダイナ ミ ッ
ク  リ ンク  ライブラ リ  (DLL) ファ イルなどの内部に隠されている場合もあ り ま
す。 

com2java ツールは、 以前にオープンしてそのプロキシを生成した型ラ イブラ リ
の リ ス ト を記憶しています。 
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com2java
Java パッケージ名の指定

com2java ツールは、 型ライブラ リの COM ク ラスおよびインタフェースに対応
する  Java ソース  ファ イルを生成します。 生成したファ イルは、 特定のパッケー
ジに格納できます。 たとえば、 Excel 型ライブラ リのすべてのファ イルを  excel 
とい う  Java パッケージに格納できます。 

[Java package] テキス ト  ボッ クスに、 生成されたファ イルを格納するパッケージ
の名前を指定します。 

com2java ツールは、 特定の型ライブラ リに対して指定した直前のパッケージ名
を記憶しています。 

オプション

[Options...] ボタンをク リ ッ クする と、 以下で説明する  com2java 用のオプシ ョ ン
を選択するためのダイアログ  ボッ クスが表示されますこれらのオプシ ョ ンは、
com2java のセッシ ョ ン間で自動的に保存されます。 特定のプロキシの生成処理
でのみオプシ ョ ンが必要な場合は、 プロキシの生成後にオプシ ョ ンを リセッ ト し

ます。

オプション 説明

[Clash Prefix] 型ライブラ リに定義されている  COM インタフェースの

メ ソ ッ ドが既に Java で使用されている メ ソ ッ ド  
(getClass() メ ソ ッ ドなど ) と衝突する場合、

com2java は生成したメ ソ ッ ドの名前の先頭に zz_ とい
う文字列 ( デフォル ト ) を付ける。 

[Lower case method 
names]

Java メ ソ ッ ド名の命名規則では、 メ ソ ッ ド名は小文字で

開始しなければならない。 com2java ツールはデフォル

トでこの規則を採用し、 それに応じて メ ソ ッ ド名を変更

する。 com2java でこの規則を無視する場合は、

[Options] ダイアログ  ボッ クスの [Lower case method 
names] チェ ッ クボッ ク スをオフにする。
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[Only generate 
IDispatch]

WebLogic jCOM は、 IDispatch および vtable アクセスを

使用した COM オブジェ ク トの呼び出しをサポート して

いる。 このオプシ ョ ンを選択する と、 すべての呼び出し

は IDispatch インタフェースを使用して行われる。

[Generate retry code on 
'0x80010001 - Call was 
rejected by callee']

COM サーバがビジーの場合、 エラー コードを受け取る

場合がある。 このオプシ ョ ンを選択する と、 このエラー 
コードを受け取るたびにコードが再試行される。

[Generate Arrays as 
Objects]

SAFEARRAY のパラ メータは、 生成される  
java.lang.Object 型の対応する  Java パラ メータを持ってい

る。 これは、 Variant の外部の 2 次元配列を Java から  
COM オブジェ ク トへ、 または COM オブジェク トから受

け渡す場合に必要。

このオプシ ョ ンは、 実際に渡される ものを変更しない。

それは依然と して配列であ り、 生成された Java インタ

フェースに存在する。 生成されたメ ソ ッ ド  プロ ト タイプ

で配列型を生成せずに、 「Object」 を指定する。 これは、

2D 配列を受け渡すと きに役立つ。 COM IDL では、 次元
の数は SAFEARRAY に対して指定されない。 また、

[Generate Arrays as Objects] オプシ ョ ンをチェッ ク しな

かった場合、 WebLogic jCOM は単一要素配列を受け渡

したと仮定して対応するプロ ト タイプを生成する。 

このオプシ ョ ンを選択し、 com2java で 「String[]」 ( た
とえば ) の代わ りに 「Object」 を生成するこ とによ り、

自由に 2D 文字列配列を受け渡すこ とができる。

[Prompt for names for 
imported tlbs]

型ライブラ リは、 別の型ライブラ リ をインポートする場

合がある。 インポート された型ライブラ リのプロキシも

生成する場合、 このオプシ ョ ンを選択する と これらのプ

ロキシのパッケージ名を指定できる。

[Don't generate 
dispinterfaces]

このオプシ ョ ンを選択する と、 ディ スパッチインタ

フェース と して定義されているインタフェースのプロキ

シの生成が禁止される。 

オプション 説明
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com2java
プロキシの生成

[Generate Proxies] ボタンをク リ ッ クする と、 com2java ツールによって生成され
る  Java ファ イルを格納するディ レク ト リ を選択できます。 

ディ レ ク ト リ を選択する と、 com2java は型ライブラ リ を解析し、 対応するファ
イルを指定したディ レ ク ト リに出力します。 既にディ レク ト リに Java ソース  
ファ イルが存在する場合、 WebLogic jCOM は警告メ ッセージを発行し、 操作を
キャンセルできるよ うにします。

com2java により生成されたファイル

com2java ツールは、 型ライブラ リに含まれる以下の 3 種類のコンス ト ラ ク ト を
扱います。

[Generate deprecated 
constructors]

生成されるプロキシには、 現在は非推奨となっているコ

ンス ト ラ ク タがいくつか含まれる。 これらのコンス ト ラ

ク タを生成したくない場合は、 このオプシ ョ ンを選択す

る。 

[Don't rename methods 
with same names]

COM ク ラスで名前の衝突が検出された場合、 com2java 
はそのメ ソ ッ ドの 1 つの名前を自動的に変更する。 この

オプシ ョ ンを選択する と、 名前の自動変更が無効にな

る。 

[Ignore conflicting 
interfaces]

COM ク ラスが同名のメ ソ ッ ド を定義する複数のインタ

フェースを実装する場合、 このオプシ ョ ンを選択する

と、 対応する  Java ク ラスは余計なインタフェースを実装

しない。 生成される  getAsXXX メ ソ ッ ド を使用すれば、
これらのインタフェースに引き続きアクセスできる。 生

成されるコ メ ン ト を参照のこ と。 

[Generate Java Abstract 
Window Toolkit (AWT) 
classes]

Java ク ラスを  GUI ク ラ ス と して生成する。 ActiveX コン
ト ロールを Java フレームに埋め込むために使用する。 

オプション 説明
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� 列挙値 

� COM インタフェース  

� COM ク ラス

これについてはこの節で説明します。

生成された Java ファ イルを使用して  COM オブジェ ク ト を操作する方法につい
ては、 アクセスする  COM オブジェク トに関する ドキュ メン ト を参照して くださ
い。

た とえば、 com2java を Excel 型ラ イブラ リに対して実行する場合、 生成される  
Java ファ イルは Microsoft Excel COM API に対応しています。 このため、
Microsoft Excel のプログラ ミ ング ドキュ メン ト を参照する必要があ り ます。 た
とえば、 Excel 2000 COM API については下記を参照します。

http://msdn.microsoft.com/library/default.asp?URL=/library/officedev/off2000/xltoc
objectmodelapplication.htm

列挙値

Java では、列挙値は java.util.Enumeration で表される リ ス ト です。 型ラ イブ
ラ リに列挙値が含まれている場合、 WebLogic jCOM はその列挙中の要素ご との
定数定義を含んだ Java インタフェースを生成します。 

COM インタフェース

WebLogic jCOM は、2 種類のインタフェースを処理します。 1 つはディ スパッチ 
インタフェースです。 この メ ソ ッ ドには COM IDispatch メ カニズムを使用しな
いとアクセスできません。 も う  1 つはデュアル インタフェースです。 この メ
ソ ッ ドは直接呼び出すこ とができます (vtbl アクセス )。 

型ライブラ リに定義されている  COM インタフェースごとに、 com2java ツール
は Java インタフェース と  Java ク ラスの 2 つの Java ファ イルを生成します。 
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com2java
生成される  Java インタフェースの名前は、 COM インタフェースの名前と同じで
す。 たとえば、 COM インタフェース名が IMyInterface の場合、 com2java 
ツールは IMyInterface とい う  Java インタフェースを IMyInterface.java ファ
イルに生成します。 

com2java が生成する も う  1 つのファ イルは Java ク ラスです。 このファ イルに
は、 インタフェースを実装する  COM オブジェ ク ト にアクセスするためのコード
と、 インタフェースを実装する  Java ク ラスの メ ソ ッ ドを  COM オブジェク ト が
呼び出すためのコードが含まれます。 生成される  Java ク ラスの名前は、 インタ
フェースの名前に 「Proxy」 を付加したものです。 前項の例では、 WebLogic 
jCOM は IMyInterfaceProxy とい う  Java ク ラスを IMyInterfaceProxy.java とい う
ファ イルに生成します。

COM インタフェースの メ ソ ッ ドご とに、 WebLogic jCOM は Java インタフェー
ス内に対応する メ ソ ッ ドを生成します。 インタフェース内に生成される一部の定

数は、 生成されるコ メン ト が示すよ うに無視して構いません。 それらについて知

る必要も、 使用する必要もあ り ません。 

WebLogic jCOM は、 インタフェース とその メ ソ ッ ドを記述した型ライブラ リか
らコ メン ト を取 り出し、 それらを生成された javadoc コ メン ト で使用します。

COM クラス

COM ク ラスは、 1 つまたは複数の COM インタフェースを実装します。 これは、
Java ク ラスが 1 つまたは複数の Java インタフェースを実装できるのと同じです。 

型ライブラ リの COM ク ラスごとに、 com2java ツールは、 その COM ク ラス と
同名の対応する  Java ク ラスを生成します。 WebLogic jCOM は、 複数のインタ
フェースを実装するク ラスもサポート しています。

WebLogic jCOM が生成する  Java ク ラスを使用する と、 対応する  COM ク ラスに
アクセスできます。 
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特殊なケース -- ソース インタフ ェース ( イベン ト )

COM ク ラスは、 インタフェースをソース  インタフェース と して指定できます。
このため、 そのインタフェースを実装する  COM ク ラスのインスタンスは、 その
インタフェースに定義されているイベン ト をサブスク ライブできます。 サブスク

ライブしたオブジェ ク ト に対してインタフェース内の メ ソ ッ ドが呼び出されま

す。

注意 : com2java ツールが型ライブラ リ内のインタフェースをイベン ト  インタ
フェース と して扱 うには、 そのインタフェースをソース  インタフェース
と して使用する  COM ク ラスが少なく と も  1 つは型ライブラ リに存在し
なければなり ません。

COM イベン トは接続ポイン ト と ソース  インタフェースを使用して動作します
が、 Java のイベン ト  メ カニズムはそれとは異な り ます。 com2java ツールは、
COM メカニズムを  Java プログラムから完全に隠し、 標準 Java テクニッ クを利
用してイベン ト を提供します。 

具体的には、 com2java は COM ク ラスにアクセスするために生成した Java ク ラ
スに 2 つの メ ソ ッ ドを追加します。

com2java ツールは、 ク ラスがインタフェースをソース  インタフェースと して使
用しているこ とを検出する と、 そのインタフェース用の特殊なコードを生成しま

す。 com2java ツールは、 Java イベン ト の命名規則に従って、 インタフェースを  
java.util.EventListener Java インタフェースから派生させます。 

も う  1 つの Java イベン トの規則は、 インタフェースの各メ ソ ッ ドは単一のパラ
メータを持つ必要がある とい う こ とです。 これは、 java.util.EventObject 
Java ク ラスから派生したク ラスのインスタンスです。 

最後の Java イベン ト関連の規則の 1 つは、 アダプタ  ク ラスの使用です。 このク
ラスは、 イベン ト  インタフェースを実装し、 インタフェースの メ ソ ッ ド用の空
のデフォル ト実装を提供します。 イベン トにサブスク ライブされる ク ラスを作成

する開発者は、インタフェースのすべての メ ソ ッ ドを実装する必要があ り ません 
( 特に大規模なインタフェースを使用する と きに面倒にな り ます )。 

イベン ト  インタフェースご とに、WebLogic jCOM はアダプタ  ク ラスを生成しま
す。
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java2com は、 どのプラ ッ ト フォームでも実行できます。 WebLogic jCOM ランタ
イム weblogic.jar が CLASSPATH 環境変数に含まれている こ と を確認して くだ
さい。 

java2com ツールは、 Java ク ラスを (Java reflection メカニズムを使用して ) 解析
し、 以下のものを出力します。 

� COM インタフェース定義言語 (IDL) ファ イル。

� pure Java DCOM マーシャ リ ング コード  ( ラ ッパー )。 これは、vtable ( レイ ト  
バインド ) アクセスを使用して COM から  Java オブジェ ク トへのアクセスを
容易にするために WebLogic jCOM ランタイムによって使用されます。 

これらのファ イルを生成した後、 Microsoft の MIDL ツールを使用して IDL ファ
イルをコンパイルします。 

IDL ファ イルと ラ ッパーを生成するには、 最初に次のコマンドを使用して 
java2com ツールを起動します。

java com.bea.java2com.Main

java2com ツールは、 次のダイアログ ボッ ク スを表示します。

このダイアログ  ボッ ク スには、以下のフ ィールドが存在します ( コンフ ィグレー
シ ョ ンの変更は、 ダイアログ  ボッ クスの終了時に自動的に保存されます )。
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4 jCOM ツールの詳細
フ ィールド 説明

[Java Classes and 
Interfaces]

java2com で解析する 「ルート 」 Java ク ラス と インタ
フェースが存在する。 これらは、 CLASSPATH でアクセ
ス可能でなければならない。 WebLogic jCOM はこれら
のク ラ スを解析し、COM IDL 定義と、COM から  Java ク
ラ スにアクセスするための Java DCOM マーシャ リ ング  
コードを生成する。 次に、 そのク ラスのパラ メータまた

はフ ィールドで使用される ク ラスまたはインタフェース

に対して同じ解析を繰り返し実行し、 同様にアクセスで

きるすべての Java ク ラ ス と インタフェースを解析する。 

ク ラス名はスペースで区切って入力する。 [...] ボタンを
ク リ ッ クする と、 ク ラスの リ ス ト を表示して、 その リ ス

トから追加または削除を行うためのダイアログが表示さ

れる。

[Name of Generated IDL 
File]

生成される  COM インタフェース定義言語 (IDL) フ ァ イ
ルの名前。 myjvm と指定した場合は、 myjvm.idl が生
成される。 この名前は、 Microsoft の MIDL コンパイラ
を使用して myjvm.idl をコンパイルする と きに生成さ
れる型ラ イブラ リの名前にも使用される。 

[Output Directory] java2com が生成したファ イルを出力するディレ ク ト リ。
デフォルトはカレン ト  ディ レク ト リ  ( 「.」 )。 

[Dump Analysis] java2com が発見したク ラスをそのまま表示する。

[Save Settings] と  [Load 
Settings]

[Save Settings] ボタンをク リ ッ クする と、 現在の 
java2com 設定が保存される。 この操作を行ってから、
[Generate] をク リ ッ クする。

java2com は、 起動時にカレン ト  ディレク ト リに 
java2com.ser 設定ファ イルが存在するかど うかを
チェ ッ クする。 存在する場合、 そのファ イルから設定を

自動的にロードする。
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[Names] [Names] ボタンをク リ ッ クする と、 次のダイアログ ボッ
クスが表示される。

ク ラ ス / インタフェース名ド ロ ップダウン  リ ス ト から
「*」 を選択する と、 メ ンバー ( フ ィールド またはク ラス
) 名の名前を入力するためのテキス ト  ボッ クスが表示さ
れる。 生成するク ラスまたはインタフェースでそのメン

バー名が見つかったと きに使用される対応 COM 名を指
定できる。 この名前を空白のままにした場合、 Java メ ン
バーは COM インタフェースで生成される対応メンバー
を持たない。 

ク ラ ス / インタフェース名ド ロ ップダウン  リ ス ト から特
定の COM ク ラス名またはインタフェースを選択する と、
そのク ラ スまたはインタフェースのメンバーのセッ トが

その下に表示される。 使用する  COM 名を指定し、 [Add 
this Class Name map] をク リ ッ クする こ とによって、選択
したク ラ ス / インタフェースを指定した COM 名にマッ
プする。[Add this Member Name map] をク リ ッ クする と、
選択したメンバーを指定した COM 名にマップできる。

フ ィールド 説明
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4 jCOM ツールの詳細
[Generate] ボタン このボタンをク リ ッ クする と、 ラ ッパーおよび IDL フ ァ
イルが生成される。

java2com が発見するパブ リ ッ ク  Java インタフェースご
とに、 対応する  COM インタフェース定義が作成される。
Java インタフェース名が com.bea.finance.Bankable 
の場合、 生成される  COM インタフェースの名前は、
[Names] ダイアログで異なる名前を指定しない限り、
ComBeaFinanceBankable となる。 

java2com が発見するパブ リ ッ ク  Java ク ラスごとに、 対
応する  COM インタフェース定義が作成される。 Java ク
ラ ス名が com.bea.finance.Account の場合、 生成さ
れる  COM インタフェースの名前は、 [Names] ダイアロ
グで異なる名前を指定しない限り、

IComBeaFinanceAccount となる。 また、 Java ク ラスが
パブ リ ッ ク  デフォル ト  コンス ト ラ クタを持つ場合、
java2com は、 [Names] ダイアログで異なる名前を指定
しない限り、 COM ク ラ ス  ComBeaFinanceAccount を
生成する。 

Java ク ラ スが Java イベン ト を生成できる場合、生成され
る  COM ク ラ スは Java ク ラ スによってサポート されるイ
ベン トに対応するソース  インタフェース  (COM イベン ト
) を持つ。

生成された  IDL フ ァ イルは、 Microsoft の MIDL ツール
を使用してコンパイルする。 このツールは Visual C++ に
付属しており、 Microsoft Web サイ トからダウンロード
でき る。 次のコマン ド、

midl procdServ.idl 

は、 prodServ.tlb とい う型ラ イブラ リ を生成する。 こ
のラ イブラ リは、 4-23 ページの 「regtlb」 で説明する と
おりに登録する必要がある。

フ ィールド 説明
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WebLogic jCOM を使用して COM をサポートする言語で、 あたかも  COM オブ
ジェ ク トであるかのよ うに Java オブジェ ク ト にアクセスできるよ うにするには、
Java オブジェ ク ト が実行される  JVM の参照を (COM ク ラ イアン ト  マシン上に ) 
登録する必要があ り ます。 regjvm ツールを使用する と、 マシン上ですべての 
JVM 参照を作成および管理できます。

注意 : regjvm ツールでは、 古いエン ト リ と同名の新しいエン ト リが入力されて
も、 古いエン ト リは上書き されません。 このため、 通信するマシンのホ

ス ト名またはポート を変更する必要がある場合は、 古いエン ト リの登録

を解除して新しいエン ト リ を登録しなければな り ません。 そのためには、

コマンド  ラ イン ツールの regjvmcmd.exe か、 または GUI ツールの 
regjvm.exe を使用します ( どちらも  WL_HOME\server\bin ディ レク ト

リに格納されています )。 

JVM モード

COM ク ラ イアン トから  JVM には、 以下のモードでアクセスできます。

� DCOM モード

� ネイティブ モード  ( アウ ト  オブ プロセス )

� ネイティブ モード  ( イン プロセス )
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DCOM モード

DCOM モードでは、 Java サーバ サイ ド上にネイティブ コードは不要です。 この
ため、 Java コードは Java 仮想マシンがインス トールされている  Unix マシンや他
のマシン上に配置できます。Windows ク ラ イアン ト  マシン上で JVM を登録する
場合、 サーバのホス ト  マシン名 ( ローカル コンポーネン ト用のローカルホス ト
の場合もあ り ます ) とポー ト番号を定義します。

JVM 内の Java コードは、 com.bea.jcom.Jvm.register(<jvm id>) を呼び出す
必要があ り ます。 こ こで <jvm id> は、 regjvm で定義した JVM の ID です。 
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ネイティブ モード  アウト  オブ プロセス

ネイティブ モードは、 現在ローカル マシン上でのみ動作します。 JVM 名以外に
パラ メータは必要あ り ません。

JVM 内の Java コードは、com.bea.jcom.Jvm.register(<jvm id>) を呼び出す
必要があ り ます。 こ こで <jvm id> は、 regjvm で定義した JVM の ID です。 
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4 jCOM ツールの詳細
ネイティブ モード  イン プロセス

イン プロセスのネイティブ モードを使用する と、 Java オブジェク ト を  COM ク
ラ イアン ト と同じプロセスに実際にロードできます。 もちろん、 どちらのオブ

ジェク ト も同じマシン上に配置しなければな り ません。

JVM は、 com.bea.jcom.Jvm.register() を呼び出すか、 またはク ラ イアン ト の追加
プロセス と して開始する必要があ り ます。
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regjvm GUI ツールのユーザ インタフェース

regjvm ツールを実行する と、 以下のダイアログ  ボッ クスが表示されます。

� 上部は、 現在のマシン上のすべての JVM を選択および管理するための部分
です。 JVM は変更、 追加、 または削除できます。 異なる  JVM に切り替える

場合は、 現在選択されている  JVM に対する変更を保存する必要があ り ます。
また、 JVM モードを選択します。 その際、 必要な情報がダイアログの下部に
表示されます。

� ダイアログの下部には、 それぞれの JVM で必要な詳細が、 JVM のモードに
従って表示されます。 JVM の詳細の他に、 各 JVM モードの詳細オプシ ョ ン
を表示するためのチェ ッ クボッ クスも存在します。 

これらのオプシ ョ ンについては、 以下の節で説明します。
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4 jCOM ツールの詳細
regjvm GUI ツールの DCOM モードオプショ ン

標準オプション

� [JVM id](必須 ) - JVM を指定する必要があ り ます。 [Browse] ボタンをク リ ッ
クする と、 独自の JVM を選択できます。 [Scan] ボタンをク リ ッ クする と、
ローカル マシンから  JVM を探して  (数分かかる場合があ り ます )、 それらを
選択用のリ ス トボッ クスに挿入します。 

� [Hostname] - JVM が存在するホス ト名または IP アドレスです。 

� [Port] - JVM との通信を開始するためのポート番号です。 
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詳細オプション

� [Launch command](必須 ) - JVM が自動的に起動する場合に使用されるコマン
ドです。 通常、 このコマンドは次のよ うにな り ます。

c:\bea\jdk131\bin\java -classpath 
c:\bea\weblogic700\server\lib\weblogic.jar;c:\pure MyMainClass

weblogic.jar および該当する  jdk ファ イルが CLASSPATH にある こ とが
重要です。 

� [Generate Script...](省略可能 ) - JVM の設定を選択するレジス ト リ  ス ク リプ ト
を生成できます。 
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regjvm GUI ツールのネイティブ モード  オプション

標準オプション

� [JVM id](必須 ) - JVM を指定する必要があ り ます。 [Browse] ボタンをク リ ッ
クする と、 独自の JVM を選択できます。 [Scan] ボタンをク リ ッ クする と、
ローカル マシンから  JVM を探して  (数分かかる場合があ り ます )、 それらを
選択用のリ ス トボッ クスに挿入します。 
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詳細オプション

詳細オプシ ョ ンは、 DCOM モードの詳細オプシ ョ ンと同じです。 4-18 ページの
「regjvm GUI ツールの DCOM モードオプシ ョ ン」 を参照して ください。

regjvm GUI ツールのプロセス内ネイティブ モード  オプショ
ン

標準オプション

� [JVM id]( 必須 ) - JVM を指定する必要があ り ます。 [Browse] ボタンをク リ ッ
クする と、 独自の JVM を選択できます。 [Scan] ボタンをク リ ッ クする と、
ローカル マシンから  JVM を探して (数分かかる場合があ り ます )、 それらを
選択用のリ ス トボッ クスに挿入します。 
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詳細オプション

� [Classpath](省略可能 ) - JVM の CLASSPATH です。空白のままにする と、実
行時の CLASSPATH 環境変数が使用されます。 それ以外の場合、 内容が 
CLASSPATH 環境変数に追加されます。 

� [Main Class](省略可能 ) - 呼び出す Main メ ソ ッ ドを含むク ラスの名前です。

� [Properties](省略可能 ) - 設定する必要があるプロパティです。 次の構文が必
要です。 prop1=value1 prop2=value2...

� [Java 2](省略可能 ) - プロパティ を設定した場合、 Java 2 (JDK 1.2.x、 1.3.x) を
使用する と きはこれをオンにし、 1.1.x を使用する と きはオフにする必要があ
り ます。

� [Generate Script...](省略可能 ) - DCOM モードの場合と同じです。4-18 ページ
の 「regjvm GUI ツールの DCOM モードオプシ ョ ン」 を参照して ください。
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regjvmcmd は、 4-13 ページの 「regjvm」 で説明した GUI ツール、 regjvm のコ
マンド  ライン バージ ョ ンです。 このパラ メータのま とめを参照するには、 パラ
メータを指定せずにこれを実行します。

regjvmcmd

最も単純な形式の regjvmcmd では、 以下のものを指定します。

� jvm ID (com.bea.jcom.Jvm.register("JvmId") で使用する名前に対応 )。

� JVM にアクセスするためのバインディ ング。 形式は hostname[port] で、
hostname は JVM を実行するマシン名、 port は WebLogic Server の起動時に
指定する  TCP/IP ポートです。 

JVM を登録する必要がないか、 またはその登録を変更する場合、 まず次のコマ
ンドを使用してその登録を解除する必要があ り ます。

regjvmcmd /unregister JvmId 

regtlb

WebLogic jCOM の regtlb ツールは、 COM のアーリー バインディング メカニ
ズムを使用して  Java オブジェ ク ト にアクセスする必要のある  COM Windows ク
ラ イアン ト に型ライブラ リ を登録します。 regtlb は、 2 つのパラ メータを取 り
ます。 最初のパラ メータは、 登録する型ライブラ リ  ファ イルの名前です。 2 番目
は、 型ラ イブラ リに記述されている  COM ク ラスが存在する  JVM の ID です。
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WebLogic jCOM java2com ツールで生成された IDL ファ イルから型ライブラ リ
が生成された場合、 regtlb コマンドは、 型ラ イブラ リ内の各 COM ク ラスに対
応する  Java ク ラス名を自動的に調べます。 型ライブラ リの  COM ク ラス記述の
形式は次のとおりです。 

Java class java.util.Observable (via jCOM))

java2com で生成された  IDL ファ イルから型ライブラ リが生成されなかった場
合、 各 COM ク ラスに対してインスタンス化する  Java ク ラスの名前を指定する
必要があ り ます。

このため、 誰かが Atldll.Apple のインスタンスを作成しよ う と した場合、
WebLogic jCOM は JVM MyJvm 内の com.bea.MyAppleClass をインスタンス
化します。 MyAppleClass ク ラスは、 COM ク ラス  Atldll.Apple によって実
装される  atldll.tlb から  WebLogic jCOM の java2com ツールで生成された 
Java インタフェースを実装します。
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5 アップグレードに関する考慮事項

以下の節では、 WebLogic jCOM 6.1 から  WebLogic jCOM 7.0 へのアップグレー
ドについて説明します。

� jCOM 7.0 の実装の メ リ ッ ト

� COM コードへの変更

� セキュ リ テ ィの変更

� コンフ ィグレーシ ョ ンの変更

jCOM 7.0 の実装のメ リ ッ ト

WebLogic jCOM 7.0 は、次の理由から、WebLogic jCOM 6.1 に比べて実装がきわ
めて簡単になり ました。

� ブリ ッジの書き込みやインス トールはも う必要あ り ません。 jCOM ランタイ
ムは WebLogic Server に組み込まれています。 WebLogic Server をインス
トールする と、 jCOM 機能は自動的にインス トールされます。

� COM マシンで必要なソフ ト ウェアは、 WebLogic Server インス トール ディ
レク ト リから  .dll ファ イルと  .exe ファ イルをコピーして取得します。

� jCOM が自動的に有効にな り ます。 つま り、 WebLogic Server がリ スン  ポー
ト上で COM 呼び出しを リ スンするよ う自動的にコンフ ィグレーシ ョ ンされ
ます。

� jCOM プロパティは、 WebLogic Server の Administration Console だけでコン
フ ィグレーシ ョ ンできるよ うにな り ました。
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COM コードへの変更

7.0 にアップグレードする と、 COM アプリ ケーシ ョ ン  コードに次の影響があ り
ます。

� ゼロ  ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンを実行している場合は、 WebLogic 
Server で実行中のサーブレ ッ ト からプログラムによってオブジェク ト参照モ
ニカ (ORM) を取得できます。 また、 従来のよ うに 
com.bea.jcom.GetJvmMoniker を実行して取得するこ と もできます。

ORM をサーブレッ トから取得するには、 WebLogic Server で Web ブラウザ
を開いて http://[wlshost]:[wlsport]/bea_wls_internal/com に移動します。 

� COM コードから、 個別の jCOM ブ リ ッジへの参照をすべてパージします。

セキュリテ ィの変更

以前は jCOM 固有のソフ ト ウェアで処理されていたセキュ リ テ ィが、 WebLogic 
Server のロールおよびポリ シーのセキュ リテ ィ  メ カニズムによって実装される
よ うにな り ます。 つま り、 COM ク ラ イアン ト が WebLogic Server オブジェ ク ト
にアクセスできるよ うにするには、 COM ク ラ イアン トが使用できるよ うにそれ
らのオブジェ ク ト をエクスポー トする必要があ り ます。 この処理は、 WebLogic 
Server Administration Console で行います。 

詳細については、 第 2 章 「COM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンから  WebLogic 
Server への呼び出し」 の 「アクセス制御のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して く

ださい。
5-2  WebLogic jCOM プログラマーズ ガイド



コンフ ィ グレーシ ョ ンの変更
コンフ ィグレーションの変更

プロパテ ィはコマンド  ラインではな く コンソールでコンフ ィグレーシ ョ ンされ
るよ うにな り、 多くのプロパテ ィが廃止されました。 次の表は、 6.1 のプロパ
ティ と  7.0 のプロパテ ィの関係を示しています。

6.1 のプロパティ 7.0 での処理

ENABLE_TCP_NODELAY 必要ない。

JCOM_DCOM_PORT 必要ない。 ポート  WebLogic Server に対
する新しいポートのデフォル トは、 通

常、 7001 でリ スンする。

JCOM_COINIT_VALUE WebLogic Server Administration Console 
の [ アパート メ ン ト  スレッ ド ] プロパ

テ ィでコンフ ィグレーシ ョ ンする。

JCOM_INCOMING_CONNECTION_T
IMEOUT

WebLogic Server Administration Console 
の [COM メ ッセージ タ イムアウ ト ] プ
ロパテ ィでコンフ ィグレーシ ョ ンする。

JCOM_OUTGOING_CONNECTION_
TIMEOUT

指定された ミ リ秒の間使用されていな

い送信時接続 (WebLogic jCOM ランタ
イムによって開始された接続 ) が切断さ

れる。 コンフ ィグレーシ ョ ンするには、

コマンド ラ イン ( たとえば WebLogic 
Server の起動スク リプ トの Java オプ
シ ョ ン ) に
「JCOM_OUTGOING_CONNECTION_
TIMEOUT = [number of milliseconds]」
パラ メータを追加する。

com.bea.jcom.server WebLogic Server の リ スン ポート を使用

する。
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5 アップグレードに関する考慮事項
JCOM_MAX_REQUEST_HANDLERS  jCOM スレ ッディングは WebLogic 
Server スレッ ド  プールと統合されたの

で、 この設定値は WebLogic Server 用に
コンフ ィグレーシ ョ ンされるスレッ ド

の数に一致する。 

JCOM_NATIVE_MODE WebLogic Server Administration Console 
の [ ネイテ ィブ モードを有効化 ] プロパ

テ ィでコンフ ィグレーシ ョ ンする。

JCOM_NOGIT 必要ない。

JCOM_NTAUTH_HOST WebLogic Server Administration Console 
の [NTAuth Host] プロパテ ィでコンフ ィ

グレーシ ョ ンする。

JCOM_LOCAL_PORT_START 必要ない。 この範囲に対しては 
WebLogic Server の リ スン  ポート を使用

する。

JCOM_LOCAL_PORT_END 必要ない。 この範囲に対しては 
WebLogic Server の リ スン  ポート を使用

する。

JCOM_PROXY_PACKAGE 必要ない。

JCOM_SKIP_CLOSE 必要ない。 WebLogic Server は [COM 
メ ッセージ  タイムアウ ト ] プロパテ ィ

の値に基づいて接続をク ローズする。

JCOM_WS_NAME 必要ない。 WebLogic jCOM は、
CreateObject 文で起動されたサーバ 
インスタンスの名前を使用する。

6.1 のプロパティ 7.0 での処理
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